
（一社）奈良経済産業協会様

には、平素より会長様をはじ

め会員各位、事務局各位に一

方ならぬお世話になっており

ます。

弊社は奈良市内で化学品の

製造を行っております。

また弊社は、今年創業百十

周年を迎えることが出来まし

たが、これも皆様のお引き立

ての賜物と紙面をお借りして

厚く御礼申し上げます。

さて、会誌の巻頭を飾る大切な紙面に、若輩の身

でご提言などとはおこがましい限りです。この度は

聞きかじりの受け売りでご容赦をお願い致します。

いつの時代においても、楽な時代などないのでし

ょうが、特に昨今の世情や経済環境は、目まぐるし

く変化しており、まさに混沌の時代と言えるでしょ

う。こうした環境のもと企業運営は困難を極め、一

つ舵取りを間違えば一瞬にして市場からの退場を余

儀なくされます。規模の大小や伝統の有無など何の

足しにもなりません。

こうした中、私は守るべき基本はいつの世であっ

ても変わらないのではないかと考え、大切にしてい

る言葉があります。

それは「まみむめ・も！」です。

いつもと違うこと、特に何か良くないことが起こ

った時、人はどのように反応するのでしょうか？　

　多くの人は、「あれ？何かおかしいな。でも少し

様子を見よう。」と考えます。問題が大きくなって

も「まあ、大丈夫だろう。」「まあ、なんとかなるだ

ろう。」と思います。

そして「これ位大したことはない。」と見栄を張

ります。さらに事態が悪化しても、無理をして体面

を保とうとするか、「面倒くさい。」と思っていい加

減な対応をします。

その結果、事態はどんどん悪化して、ついには取

り返しのつかないことになってしまう。

では、どうしたら良いのでしょうか？

その答えは、「もしも・ならば、」です。

今何が起こっているのか？この先何が起こるの

か？「もしも」と考えればいくつか可能性が出て来

ます。その可能性に備えて対策を用意すれば、最悪

の事態は免れるかも知れない。

この話は、大阪を舞台に商人の物語を多く著した

花登筐さんの「どてらい男（やつ）」という小説の

中で、周囲から「将軍さん」と呼ばれる大店の番頭

さんが、駆け出しの丁稚である主人公に商いの基礎

を教える場面で出て来ます。

さんざん考えてようやく出した答えを自慢げに話

す主人公に将軍さんは、「まあ大事ないと思うて、み

え張って、むりしたり、めんどうやと思うてあかん

のやったら、もし、しかあれへん。『まみむめ』 の後

は 『も』 や。お前は、あほやろ！」と毒づかれます。

今で言うリスクマネジメントに当たるのでしょう

か、この「まみむめ・も」の話は三十年以上も前に

読んだのですが、語呂が良いので今でもよく覚えて

おります。

また私の人生の師からは、決断の際「私は（私が）、

それをやりたいのか？（意欲）、やれるのか？（能力）、

やって良いのか？（規制）、やるべきなのか？（道徳）」

をきちんと考え上で、最後に「やるか、やらないか（決

断）」を考えることが大切である、と学びました。

益々変化の激しい混沌とした時代の中で、進路を

誤らず、危機に陥らないのは至難の業です。

しかしこんな時代だからこそ、考え方の基本とな

るこれらの言葉を反芻しつつ愚考を重ね、精進して

参りたいと考えます。

最後に、当会の皆々様には、今後とも色々お手間

をお掛けするものと思います。

その節はどうかご容赦頂き、ご指導ご鞭撻賜りま

すようお願い申し上げます。

　　提　言　『 まみむめ・も（混沌の中の思考と決断） 』
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　恒例の「改善事例発表会」を開催致しました。

　この改善事例発表会では、ＱＣサークル活動を

中心とした小集団活動に止まらず、現場力の向上

に向けた業務改善、職場改善等の幅広い取り組み

の中から、特に成果のあげられた事例の発表を通

して、共に改善活動の大切さを考える場として毎

年開催しており、今年で 25 回を迎えました。

　第１部の事例発表では、会員企業４社からご発

表を頂き、アドバイザーには毎年ご指導頂いてい

るＱＣサークル近畿支部大阪・近畿南地区アドバ

イザーの北野邦弘様に講評を頂きました。

 第２部の特別講演には、㈱ミヤジマ　代表取締役

　宮嶋誠一郎様にご講話を頂きました。

 【第１部：事例発表】発表順に概要を紹介します。

１．光洋サーモシステム㈱　マップマン

　テーマ：『ＫＴＳ出願特許の有効活用への挑戦～

特許の見える化及び検索時間短縮に向けた取組～』

（概要）

　特許検索方法を分かり易く

「見える化」し、目的技術抽出

のための特許検索時間の削減に

取り組んで効果を上げた事例。

　出願特許を活用しやすくする

ために、出願特許一覧マップを

作成し、マップの見方と注意事

項を記したマニュアルや装置別

の特許検索ツールを活用することで、特許検索時

間の 50％以上短縮を達成して大きな効果を上げた。

２．㈱ジェイテクト 奈良工場 ダルマーズ

　テーマ：『廃棄物回収業務の

　　　　　　　　　やりにくい作業をなくそう！』

（概要）

　廃棄プラスチックの回収方法の改善と作業者の

負担低減に取り組んだ事例。

　平置きにしていた廃プラ回収

袋をトラックに載せかえていた

が、台車に直接載せて、そのま

ま車で牽引輸送する方法に変更

した。また、回収袋の重量制限

をすることで、荷下ろしの載せ

替え作業工数と作業の負担、安

全への気遣い作業を削減した。

　その結果、年間 189 時間の作業時間の短縮と負

担低減に成功した。

３．ニッタ㈱奈良工場　おやっとさあサークル

　テーマ：『サンプルや消耗品などの

　　　　　　　　　　　輸送費用のコストダウン』

（概要）

　開発拠点間のサンプル等を移

送する際の配送コスト削減、作

業時間短縮に取り組んだ事例。

　発送基準日を設定し、一括管

理して送付することによる発送

回数の低減、メール便の活用徹

底により配送コストを削減した。

　また、再利用可能な梱包用エ

アーキャップ袋を活用することで、梱包作業を簡

易化し、作業時間の短縮に繋げることができ、約

40％の配送費用削減と、約 60％の作業時間短縮の

効果を上げた。

４．ハウス食品㈱奈良工場　フレーカーズ

　テーマ：『諦めない改善活動

　　　　　　　　　　　 「挑戦ナン・ジャワ !!」』

（概要）

　原料計量ホッパーの計量異常

停止の要因を分析し、停止回数

の削減に成功した事例。

　長年継続課題であった、計量

異常を引き起こす計量ホッパー

内面の原料付着の要因を分析し

た結果、気候や天候によるタン

ク内の原料吸湿が原因であることが判明した。

　タンク内に乾燥エアーを注入し、湿気を放出さ

せることで、年間９回発生していた異常を年間１

回に削減することに成功し、作業工数・労務費の

削減に繋がった。

　　　　　   第２５回　改善事例発表会

モノづくり委員会主催（H26.5.15）

光洋サーモシステム㈱

賀数広海 氏

ニッタ㈱
古園智大 氏

ハウス食品㈱
坂口義仁 氏
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に転換させることができた。

　また、業界の３Ｋイメージから、なかなか若い

人の採用ができず、従業員の高齢化が問題になっ

ていた。社名を宮嶋弁棒製造所から現在の社名に

変更すると共に、社屋をみんなで綺麗にしたり、

作業服を変更してイメージアップを図った効果で、

若い人の採用ができるようになり、現在では平均

年齢 35 歳となっている。従業員が若返ることで、

社内全体に活気がみなぎり、向上心や積極性も生

まれてきた。それに伴い、「改善シート」を用いた

社員による改善提案なども行われるようになり、

開始してから 10 年で約 5,000 件提案され、この積

み重ねが会社の強みになっている。

　平成 14 年に社長に就任してから、色々な局面を

勉強し乗り越えてきて、経営者としてたどり着い

た結論は、「経営とは、人を通じて社長の思い・夢・

目標を実現させること」であり、人を通じてとい

う事がポイントとなる。だから、社長と社員は労

使の関係でなく、パートナーであると考えている。

　役割分担でいうと、売る人、作る人、支える人

というシンプルに３つに分け、自分の役割を意識

しながら、社会の役に立てるよう、社員一丸となっ

て頑張っていく企業でありたい。

　入社したての時に、同業の先輩経営者から教え

ていただいた「鍛造屋の経営３ヶ条」は次のとおり。

①社長の仕事は決断することで、目先の損得だけ

　で判断せず、「筋」を通すこと。

②これだけという「数字」をしっかり把握し、舵

　取りを誤らないこと。

③良い職人の確保・育成や仕事のことなど、同業

　者で互いに忌憚なく話し合い協力すること。

　この経営３ヶ条を忘れず、経営理念である「ミ

ヤジマ製弁棒鍛造を基本とし、モノづくりをもっ

て社会に貢献すると共に、全社員の生甲斐と幸せ

を追及する」を全ての判断基準として地元企業№

１を目指して邁進していきたい。

 【第２部：特別講演】

　第２部の特別講演では、㈱ミヤジマ 代表取締役

　宮嶋誠一郎様から『日本のものづくり中小企業

の生きる道』と題してご講演いただきました。

　滋賀県多賀市の㈱ミヤジマ 様は独自の鋳造方式

「宮嶋式弁棒鋳造」をベースに、各種シャフト形状

部品の熱間据え込み（アプセット）鋳造に特化し

た生産体制で、ゲートバルブ弁棒や各種機械の駆

動系の部品などを供給されておられます。

　講演の概要は次の通りです。

（要旨）

　当社は、バルブ弁棒を主力製

品としており、日本全体の水道

等のバルブ弁棒における約 60％

にミヤジマ製が使用されている。

　その他にも、工作機械や電車

の台車、医療用ＭＲＩ機械の冷

凍ポンプシャフトにも使われて

いる。また、バルブ弁棒以外にも、

一般機械部品への販路を開拓し、

事業の拡大を図っている。

　会社として、良いモノさえ作れば、売上が上が

るということではない。良いモノをいかに売るか

が大事で、どんなに良い設備や職人がいても、製

品が売れないと経営が成り立たない。製造業・非

製造業を問わず、商売というのは努力を惜しまず

営業に力を入れる必要がある。当社では、１個か

らの小ロットでも提供させていただくことを強み

にして、日本全国のお客様から評価を頂いている。

　大学卒業後、機械メーカーで勤めてから、父が

経営する同社に入社したが、入社して数年間は、

赤字による費用工面に大変苦労をした。どうにか

してこの局面を乗り切ろうと、売上・材料などを

製品別に管理するシステムを構築し、１ヶ月間の

利益目標を立て、営業部門・製造部門全員で問題

意識を統一し、粘り強くがんばった甲斐で、黒字

㈱ミヤジマ
代表取締役

宮嶋誠一郎 氏
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 経営者懇話会

人材育成委員会主催（H26.5.16） 

職場改善活動研修（活用編）

　　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催（H26.6.5） 

　品質向上やコスト削減には現

場力の向上が不可欠であり、そ

の現場力を高めるために、小集

団活動やサークル活動などの職

場改善活動は、大変有効且つ重

要な手段です。この改善活動を

具体的に進める上で、実践的に

役立つＱＣ手法や活用方法につ

いて、昨年末の基礎編に引き続

いて「職場改善活動研修会（活

用編）」を開催しました。

　講師には、毎年開催している改善事例発表会で

アドバイザーとしてご尽力いただいている　ＱＣ

サークル近畿支部 大阪・近畿南地区アドバイザー

の北野邦弘様にお願いしました。

　主な研修内容として、①ＱＣ手法のパレート図、

特性要因図の確認 ②要因の分析や解決の手段の検

討に役立つ系統図・マトリックス図の解説と演習 

③問題解決の手順とＱＣ手法の活用方法等、事例

を多数上げて解説を頂きました。

　特に、観察チェックシートを使って、改善の基

礎となるムリ・ムダ・ムラの見つけ方など、製造

現場だけでなく、営業等の間接部門や非製造業で

も活用できる有効な手法をご指導いただきました。

　また、グループ演習は「ゴム鉄砲で的を倒す」

ことを目的としたユニークな手法で実施しました。

「的を倒す」目的の為に、ゴム鉄砲で的を打った結

果のデータを取り、それを元に「的が倒れない」

を特性にして特性要因図を作成。要因の解析と系

統図による整理を行いました。

　対策をグループで相談し、実際にやってみて効

果の確認を行うなど、実際の現場での改善の進め

方に則って、分析～検討～対策～確認の改善活動

の流れを模擬的に体験しました。

　和気あいあいとした演習を通して、手法の意味

と活用方法や改善の流れを理解頂いたと思います。

　経営者懇話会最終回は、大阪

府八尾市にあります㈱菱屋、㈱

レザック様を訪問致しました。

　㈱菱屋が紙器・ダンボール等

の加工における抜型を製造し、

㈱レザックで、抜型製造加工機・

その他の自動機を製造販売され

ています。

　当日は㈱レザックの柳本会長

様からお話を頂きました。

　「大阪の紙器打抜職人の道に入り修業した。19

歳になった頃、紙器打抜自動機が出始め、今後は

合板に刃物を埋設した抜型の需要が増えると考え、

抜型メーカーの㈱菱屋を設立した。転機が訪れた

のは、当時珍しかった抜型製造用レーザー加工機

をいち早く購入したこと。それに合わせて、抜型

の自動製図機・埋設用刃物加工機や、抜型をセッ

トして紙器等を打抜く打抜自動加工機、打抜いた

紙器と不要部分を自動で仕分けるブランキング機

等、抜型の設計から紙器製品完成までのトータル

自動化システムを開発した。そしてこれらの機械

を製造販売する機械メーカーの㈱レザックを設立

した。一からの開発は大変だったが『やれば必ず

できる！』と全社員一丸となって成し遂げた。部

品の 95％は内製化しているため、不具合が出れば

早急に対応でき、顧客に大変喜ばれている。平成

17 年に天皇皇后両陛下が会社を視察にこられたこ

とで、社員達はより一層自信と誇りをもって頑張っ

ている。今後も時代のニーズに応える製品の技術

開発をしていく。」とお話し頂きました。

　工場見学では、製図機、レーザー加工機等の抜

型製造を実演して頂きました。特に、製図・切断・

折り目加工システム機では、その高剛性・多機能・

高精度さに、参加者一同驚いておられました。

　継続して努力していくことの大切さを、あらた

めて感じさせて頂いた貴重な時間となりました。

－４－

ＱＣサークル近畿支部

大阪・近畿南地区
アドバイザー
北野邦弘 氏

㈱レザック
取締役会長
柳本忠二 氏
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リーダーシップ・ＯＪＴ研修

人材育成委員会主催（H26.6.10）

 　管理 ･ 監督者に求められる

大事な役割である「部下の育

成」に対して、自身のリーダー

シップ醸成とＯＪＴの効果的

な進め方に向けて、「リーダー

シップ・ＯＪＴ研修」を開催

しました。

　講師は、㈱メディン 代表経

営コンサルタント 西村 聡氏

（元関西生産性本部・主任経営コンサルタント）で、

当会の人事管理研究会やマネジメント研修でもご

指導を頂いております。

　リーダーとはリーダーシップを発揮し、フォロ

ワーから信頼される者で、地位・役職に関係なく、

仕事を進める上で必要な知識・情報・援助を与え、

職場の生産性を高めながら、部下から“リーダー”

として信頼されるように取り組んでいくことが求

められます。

　部下後輩の指導において、仕事の管理と改善の

あり方と共に、特に部下育成の基本となる「実践

的な教え方」については、基本的に知らない・知

識を持たない部下に対して、如何に適切に教える

かについて、コミュニケーションを重視しながら、

効果的な指導方法や注意点をご指導頂きました。

　そのため、部下の職務や求められる役割を明確

にしながら、適切な目標達成へ向けて、如何にう

まくフィードバックしながら、次ぎの指導につな

げていくかについてご解説を頂きました。

　ケーススタディー演習を設けて、実際の育成で

起こりえる事例をモデルに、管理・監督者として、

適切な指導の観点やその方法、また評価やフィー

ドバックのあり方について具体的に検討して、グ

ループで討議を行い、更に深めていきました。

　一人一人が納得しながら意欲高く働ける場づく

りが大切になります。

　今後も部下育成を通した職場の活性化に向けて、

幅広く取り組んで参ります。

㈱メディン
西村　聡 氏

　エネルギー環境が厳しくな

る中、省エネ・省コストを行い、

費用を下げて利益を確保する

べく、「省エネ・省コストセミ

ナー」を開催しました。

　今セミナーは、会員の関西

電力㈱様のご協力を得て、昨

年度から開催し、今回で３回

目となります。　

　当日は、奈良支店エンジニアリンググループリー

ダーの阪口 貴様から、簡易に取り組める対策から

設備毎の少し踏み込んだ対策まで幅広く、省エネ・

省コスト対策について、ご解説を頂きました。

　今年４月に施行された改正省エネ法について、

電気需要の平準化やトップランナー制度の拡大等

の主な改正点の概要をご紹介頂きました。

　エネルギー管理の進め方として、消費量の見え

る化を行い、原単位の管理によって、消費量の推

移から改善ポイントを発掘し、改善の目標値の設

定をしながら、改善策を立案して、改善を進めて

いく手順に沿ってご解説頂きました。

　車の燃費改善を例に挙げて、“とめる・さげる”

等の６つの改善視点をご指導頂きました。

　その中でも改善の第一歩となる使用状況・使用

方法の“見える化”が最も大切であることをご指

導頂きました。

　また具体的な改善の事例として、空気圧縮機や

ヒーターの立上開始時間を調べ、実際の使用時ま

でに待機・保持時間が長く運用されている現状が

分かり、使用時に支障をきたさない範囲で、立上

開始時間を調整して、長すぎた待機・保持時間分

の電力使用量を削減することができた事例でした。

　省エネの推進においては、ガマン型の省エネだ

けでなく、品質を確保した上で、常に問題意識を

持って、継続的に取組むことが重要となります。

　省エネ・省コストの取組みは益々重要になるこ

とから、今回のご解説は大変参考になりました。

関西電力㈱
奈良支店

阪口　貴 氏

省エネ・省コストセミナー

　　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催（H26.6.18）

－６－
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　次に奈良経済産業協会事務局より、来春の新卒

者の採用計画と就職希望者のアンケート調査の報

告を行うとともに、奈良県高等学校等進路指導研

究協議会就職指導委員長 松本浩幸先生より、就職

に関する高校生の意識調査の報告を頂きました。

　意見交換では、高校からは「就職では、仕事の

内容、職場の雰囲気を重視しているが、春時点で

は希望職種が定まっていない現状がある。」企業か

らは「早期離職を防ぐためにも、企業見学などで、

実際の仕事や会社の様子を見てもらうと共に、先

生方にも企業のことをよく理解してもらって、ご

指導頂きたい。」と意見がありました。

　今後とも、産官学で連携しながら、高校生のよ

り良い求人求職の環境作りへ取組んで参ります。

　この就職問題連絡会は、翌

春の高校卒業者の就職に関し

て、先生方と企業の経営者・

人事担当者が一堂に会し、よ

りよい求人求職環境の構築を

目指し、20 年以上毎年意見交

換を行っております。

　基調報告として、奈良労働

局職業安定部 地方訓練受講者

支援室室長 小林幸司様から、高校新卒者の来春の

求職・求人動向についてご解説を頂きました。

　「H26 年３月の内定率は 95.1％で、前年度に比べ

ると 0.1 ポイントと若干であるが増加している。

月別の内定率は９月末までが 49％となっており、

昨年に比べ 5.1％増加している。また、早期離職

率は年々減少傾向にあるが、全国平均と比べると

奈良は依然高い状況にある。企業には早期に求人

票を出して頂き、生徒が十分検討できる時間を増

やすことが、内定率向上、早期離職の回避につな

がる。前向きに採用計画を立てて頂き、一件でも

多くの求人をお願いしたい。」とお話し頂きました。

就　職　問　題　連　絡　会
人材育成委員会主催（H26.6.19）

奈良労働局職業安定部
地方訓練受講者支援室

室長 小林幸司 氏

－８－

　奈良中央信用金庫様は、ＷＬＢ・両立支援・柔軟かつ多様な働き方の推進等、働きやすい職場づく

りに積極的取り組んでいる企業として、「奈良県社員・シャイン職場づくり推進企業」として登録され

ておられます。

　このたび、登録企業の中で特に優れた取り組みを行っている企業として、総合表彰されました。

　会員ともどもお祝いを申し上げます。

奈良中央信用金庫
理事長

高　田　知　彦　氏

受賞おめでとうございます！
平成 25 年度『奈良県社員・シャイン職場づくり推進企業』

総 合 表 彰 受 賞
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奈良青木自動車
　　　　
【企業概要】

創 　 業：昭和 50 年５月

代 表 者：代表

　　　　　　　青　木　克　典 

所 在 地：〒 630-8141

　　　　   奈良市南京終町

　　　　　　　１丁目 152 番地

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-61-5169

Ｆ Ａ Ｘ：0742-61-0396

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.nara-aoki.com

従 業 員：５名

事業内容：自動車鈑金・塗装、車検、一般整備、

　　　　　新車・中古車販売、自動車解体

　当社では、鈑金・塗装、車検整備、新車・中古

車販売、保険業務、自動車解体等、お客様に関わ

るカーライフをトータルでサポートします。また、

リサイクルパーツやリビルト部品を積極的に利用

し、可能な限りリサイクルを行い環境保全に努め

ています。多様化するニーズに高品質なサービス

を提供し自動車社会に貢献します。 

株式会社坂利製麺所　
　　　

【企業概要】

創 　 業：昭和 59 年４月

資 本 金：4,800 万円

代 表 者：代表取締役社長

　　　　　　　坂　口　勝　美

所 在 地：〒 632-0063

　　　　  天理市西長柄町 676

Ｔ Ｅ Ｌ：0743-67-0129

Ｆ Ａ Ｘ：0743-67-1495

Ｕ Ｒ Ｌ：http://sakari.biz

従 業 員：８名

事業内容： 国産小麦・葛入り素麺・うどん等原材

料を吟味した独自商品開発・製造・販売

　東吉野で代々、林業を営んでいる坂利グループ

が昭和 59 年に立ち上げた製麺所です。自分の子供

に自信をもって食べさせられるものを作ろうと、

国産小麦に葛を練り込んだそうめん・うどんや独

自商品を作っています。自分たちの商品を通して、

地域発信・発展に貢献したいと思っております。

　どうぞ、よろしくお願い致します。

株式会社桶谷
　　　　
【企業概要】

創 　 業：昭和 21 年

資 本 金：5,000 万円

代 表 者：代表取締役 

　　　　　　　桶　谷　　陸

所 在 地：〒 630-8144

　　　　   奈良市東九条町 418 番地の 1

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-50-6070

Ｆ Ａ Ｘ：0742-50-2300

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.bw-ok.co.jp

従 業 員：135 名

事業内容：全酒類・調味食品・小売・卸売

　当社は酒類販売店として創業し、奈良県を中心

に業務用卸・小売業を営んでいます。業務用卸で

は約 3,000 店の飲食店様とお取引をしており、小

売業のボトルワールドＯＫは生鮮＆業務スーパー

を併設した酒の専門店として 30 店舗営業しており

ます。ワインアドバイザー、利酒師などお酒のプ

ロが多数在籍しており、より多くのお客様のニー

ズにお答えできるよう日々努力しております。

関西メタルワーク株式会社
　　　　

【企業概要】

創 　 業：昭和 46 年

資 本 金：1,000 万円

代 表 者：代表取締役 

　　　　　　　今　柳　　剛

所 在 地：〒 630-0226

　　　　   生駒市小平尾町 1491-1

Ｔ Ｅ Ｌ：0743-77-6017・6045

Ｆ Ａ Ｘ：0743-77-6886

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.kansaimetal.co.jp

従 業 員：40 名

事業内容：金属スクラップ処理業

　　　　　廃棄物処理業（一廃・産廃）

　弊社は金属スクラップ（鉄・アルミ・ステンレス・

銅等）を中心に取り扱っています。工場には金属

解体用パワーショベル・天井マグネットクレーン・

ギロチン等が完備されており、スムーズなスクラッ

プの積み下ろしに心掛けています。また、収集車

輛も多数保有しており、スクラップの引取りにも

お伺いいたします。ご用命があればご連絡下さい。

新　入　会　員　様　の　ご　紹　介　
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奈良県オートオークション株式会社　

　　　
【企業概要】

創 　 業：平成 13 年４月

資 本 金：4,000 万円

代 表 者：代表取締役 

　　　　　　古　泉　晴　彦

所 在 地：〒 639-1039

　　　　   大和郡山市椎木町 764 番 3

Ｔ Ｅ Ｌ：0743-57-5678

Ｆ Ａ Ｘ：0743-57-5300

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.ju-nara.com

従 業 員：17 名

事業内容：自動車オークション事業

　「すべての会員のために」

　弊社は常に中古車流通の変化を見極め、オーク

ション事業を中心にあるべき姿を追求し、「安心・

信頼・公正」をテーマに、会員皆様に役立つビジ

ネスを提供できるよう、これからも走り続けます。

ケイミュー株式会社 ＜賛助会員＞
　　　

【企業概要】

創 　 業：平成 15 年 12 月

代 表 者：代表取締役社長

　　　　　　　小　森　　隆

所 在 地：〒 540-6013

　　　　   大阪市中央区城見

　　　　　　1-2-27 クリスタルタワー 13 Ｆ

Ｔ Ｅ Ｌ：06-6945-8147

Ｆ Ａ Ｘ：06-6945-8071

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.kmew.co.jp

従 業 員：1,832 名

事業内容：住宅用屋根材・外壁材の製造・販売、　

　　　　　雨樋の販売、及び子会社を通じての

　　　　　施工・管理

　お客様に住宅外観をトータルで提案できる日本

で唯一の外廻り専業企業として、「安全」と「安心」、

そして「快適」と「エコ」の更なる進化を目指し、

新たな住まいの価値を創造しています。奈良テク

ノセンターでは、技術・開発部門の拠点として約

230 名の社員が技術とお客様の研究を促進し、新

しい価値創造に努めております。

新　入　会　員　様　の　ご　紹　介　

フジエダ珈琲株式会社
　　　　

【企業概要】

創 　 業：昭和 50 年１月

資 本 金：2,000 万円

代 表 者：代表取締役

　　　　　　　藤　枝　一　典

所 在 地：〒 639-1106

　　　　   大和郡山市大江町 112 番地 -1

Ｔ Ｅ Ｌ：0743-52-6660

Ｆ Ａ Ｘ：0743-52-7279

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.fujieda-coffee.co.jp

従 業 員：16 名

事業内容：珈琲豆製造及び飲食店関連商材卸

　珈琲豆を焙煎し、飲食店関連商材と共に、県内

飲食店、ホテル等への卸売りをしております。

　また、珈琲のギフト商材や一般家庭向け商品の

販売、また直営カフェ「オランダ屋」の店舗開発

や運営を行っております。

　珈琲に関するニーズに対応し、お客様においし

く珈琲を楽しんで頂けるよう心がけております。

  　
　☆大峰工業株式会社
　　 　（旧）安川　　勝　　（代表取締役）
　　 　　   　  ↓
   　  （新）安川　勝也　　（代表取締役）

　☆株式会社川由
　　　 （旧）川口　栄計　　（代表取締役社長）
　　　　　　    ↓
　     （新） 川口　勝久　　（専務取締役）

　☆株式会社キョーワ
 　　　（旧）中村　　弘　　（取締役会長）
　　　　　　    ↓
　     （新） 中村　尚基　　（代表取締役）

代　表　者　変　更

  　
　☆染川不動産  代表　染川　　尚
　　 　　　　　 ↓
    ＷＴＳ株式会社　代表取締役　染川　　尚

　☆株式会社大和農園グループ
　　　 　代表取締役　吉田　　裕
　　　  　　    ↓
　  株式会社大和農園ホールディングス

会　社　名　変　更

－ 11 －



事  務  局  だ  よ  り

  　

　☆南都銀行
 （旧）植野　康夫　　（取締役頭取）
  ↓
 （新）嶌川　安雄　　（取締役副頭取）
 　　
　☆南都コンピュータサービス株式会社
 （旧）内田　　彰　　（代表取締役社長）
  ↓
 （新）西本　英明　　（代表取締役社長）

　☆南都商事株式会社
 （旧）田邊　章三　　（代表取締役社長）
  ↓
 （新）森田　好昭　　（代表取締役社長）

　☆南都ディーシーカード株式会社
 （旧）今西　武史　　（取締役社長）
  ↓
 （新）澤村　清秀　　（取締役社長）

　☆南都ビジネスサービス株式会社
 （旧）高木　邦夫　　（代表取締役）
  ↓
 （新）安井　照和　　（代表取締役）
　
　☆西日本電信電話株式会社　奈良支店
 （旧）高木　康弘　　（支店長）
  ↓
 （新）西岡　裕之　　（支店長）

　☆ニッタ株式会社　奈良工場
 （旧）浜里　恵一
 　　（取締役執行役員 奈良工場長）
  ↓
 （新）菊田　孝壽　
 　　（奈良工場長 兼
　　　 　　  　 安全環境品質グループ上席部長）

　☆日東紙器工業株式会社
 （旧）西田　和正　　（取締役社長）
  ↓
 （新）竹田　和友　　（取締役社長）

　☆富士ゼロックス大阪株式会社　奈良支社
 （旧）木下　　篤　　（支社長）
  ↓
 （新）冨岡　光博　　（支社長）
　
　☆吉長工業株式会社　奈良工場
 （旧）吉長　敬一　　（代表取締役専務）
  ↓
 （新）吉長　雅人　　（代表取締役副社長）

〒630-8031　奈良市柏木町129－1　奈良県産業振興総合センター内
TEL（0742）36－7370　FAX（0742）36－7371
http://www.nara-eia.or.jp　E-mail : info@nara-eia.or.jp
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　☆株式会社近畿環境衛生センター
 （旧）益田　和彦　　（代表取締役）
  ↓
 （新）益田　　昇　　（代表取締役）

　☆株式会社砂糖傳増尾商店
 （旧）増尾　　徹　　（代表取締役）
  ↓
 （新）増尾　　朗　　（代表取締役）
 
　☆住友生命保険相互会社
 （旧）佐藤　義雄　　（代表取締役社長）
  ↓
 （新）橋本　雅博　　（代表取締役社長）

　☆セコム株式会社　奈良統轄支社　
 （旧）明地　治男　　（統轄支社長）
  ↓
 （新）林　　正己　　（統轄支社長）

　☆タマノイ酢株式会社　本社工場
 （旧）藤井　　誠　　（本社工場長）
  ↓
 （新）松田　泰樹　　（本社工場長）

　☆ディライト株式会社
 （旧）出口　悦弘　　（代表取締役）
  ↓
 （新）出口　哲也　　（代表取締役）
　
　☆奈交サービス株式会社
 （旧）藤井　志喜央　（代表取締役社長）
  ↓
 （新）尾﨑　　晃　　（代表取締役社長）

　☆奈交フーズ株式会社
 （旧）木村　政夫　　（代表取締役社長）
  ↓
 （新）村上　　博　　（代表取締役社長）

　☆奈良近鉄タクシー株式会社
 （旧）田中　孝男　　（代表取締役社長）
  ↓
 （新）古川　俊男　　（代表取締役社長）

　☆奈良トヨタ自動車株式会社
 （旧）菊池　　攻　　（代表取締役社長）
  ↓
 （新）八幡　満久　　（代表取締役専務）

　☆奈良郵便輸送株式会社
 （旧）尾﨑　　晃　　（代表取締役）
  ↓
 （新）芥　　文孝　　（代表取締役）

 代    表    者    変    更 
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